
日本医史学雑誌第47巻第3号(2001) 534

一
、
は
じ
め
に

経
穴
の
臨
床
応
用
は
、
伝
統
的
に
は
『
銅
人
愈
穴
鍼
灸
図
経
』

を
代
表
と
す
る
経
穴
書
を
基
礎
と
す
る
。
し
か
し
、
宋
か
ら
金
・

元
に
か
け
て
盛
行
し
た
鍼
灸
歌
賦
に
は
、
臨
床
か
ら
直
接
生
み
出

さ
れ
た
経
穴
の
応
用
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
穴
害
だ

け
が
経
穴
学
の
研
究
史
料
で
は
な
く
、
臨
床
と
密
着
し
て
い
る
鍼

灸
歌
賦
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
鍼
灸
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
史
料
で
あ
る
。

題
材
に
し
た
「
玉
龍
歌
」
は
「
扁
鵲
神
応
鍼
灸
玉
龍
経
』
に
収

め
ら
れ
て
い
て
、
早
期
の
鍼
灸
歌
賦
の
一
つ
で
あ
る
。
『
扁
鵲
神
応

鍼
灸
玉
龍
経
』
は
王
国
瑞
の
編
で
、
一
二
九
五
年
以
前
の
成
立
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
玉
龍
歌
」
は
、
本
文
と
注
文
と
で
構
成
さ
れ
、

ど
ち
ら
も
作
者
は
未
詳
で
あ
る
。
黄
龍
祥
氏
は
、
本
文
・
注
文
と
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玉
龍
歌
」

宮

川

浩

也

も
に
金
元
の
鍼
灸
大
家
の
寶
漢
卿
と
関
係
が
深
い
と
み
な
し
て
い

る
（
『
鍼
灸
名
著
集
成
」
、
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
七
）
。

二
、
内
容
構
成

本
文
は
、
七
言
四
句
で
一
首
を
な
す
韻
文
で
あ
る
。
合
計
八
十

三
首
で
構
成
さ
れ
る
。
一
首
に
は
、
一
病
症
に
対
す
る
治
療
穴
が

提
示
さ
れ
る
。
示
さ
れ
た
魚
穴
は
一
二
○
種
で
、
経
穴
一
○
六
種
、

奇
穴
一
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
注
文
は
散
文
で
、
主
と
し
て
散
穴

の
位
置
や
刺
灸
法
を
解
説
す
る
。

三
、
本
文
の
特
徴

①
病
症
と
諌
穴
の
関
係
を
、
時
代
が
近
い
『
銅
人
煎
穴
鍼
灸
図

経
」
（
一
○
二
七
刊
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
差
異
が
み
ら
れ
た
（
近

部
取
穴
を
除
く
）
。
や
は
り
臨
床
か
ら
直
接
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
脊
臂
の
強
痛
に
人
中
（
水
溝
）
、
瘻
瀝
に

天
井
、
吹
乳
（
乳
癖
）
に
少
沢
な
ど
。

②
基
本
穴
の
頻
用
。
た
と
え
ば
合
谷
・
中
・
三
里
・
気
海
な
ど

は
複
数
病
症
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

③
横
透
刺
を
指
示
し
て
い
る
。
眉
目
の
痛
み
に
攪
竹
か
ら
魚
腰

（
眉
中
央
の
奇
穴
）
ま
で
、
頭
風
に
絲
竹
空
か
ら
率
谷
ま
で
、
皮
下
に

沿
っ
て
の
透
刺
を
指
示
し
、
．
鍼
両
穴
世
間
稀
」
と
、
当
時
に
お
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②
直
透
刺
を
指
示
す
る
。
た
と
え
ば
金
門
か
ら
申
豚
、
商
丘
か

ら
罠
喬
、
間
使
か
ら
支
溝
、
陽
陵
泉
か
ら
陰
陵
泉
、
内
関
か
ら
外

関
な
ど
、
反
対
側
へ
の
諒
穴
へ
の
透
刺
を
指
示
し
て
い
る
。

③
対
穴
の
指
摘
が
あ
る
。
上
星
と
太
淵
神
門
と
後
難
、
内
迎

香
と
合
谷
、
内
関
と
照
海
、
懸
鍾
と
環
跳
、
肩
井
と
支
溝
な
ど
、

セ
ッ
ト
で
使
う
と
有
効
な
箭
穴
を
指
摘
し
て
い
る
。

④
刺
針
が
深
い
．
と
く
に
腹
部
の
魚
穴
は
刺
針
が
極
め
て
深
い
。

関
元
に
二
寸
、
中
極
・
中
鳩
尾
に
二
寸
半
な
ど
。
鳩
尾
で
は
「
非

老
師
高
手
不
可
下
針
」
と
危
険
性
を
指
摘
す
る
。

一
の
作
者
か
、
同
じ
流
派
（

鼻
、
中
渚
か
ら
腕
骨
な
ど
。

①
「
玉
龍
歌
」
に
は
、
針
刺
法
や
愈
穴
の
使
い
方
な
ど
に
現
代
の

中
医
学
の
萌
芽
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
は
珍
し
い
刺
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

四
、
注
文
の
特
徴

注
文
は
、
箭
穴
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
、
刺
灸
法
を
指
示
す
る
。

①
横
透
刺
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
と
共
通
す
る
。
そ

し
て
珍
し
い
刺
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
本
文
と
注
文
は
同

一
の
作
者
か
、
同
じ
流
派
の
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
膝
関
か
ら
犢

五
、
ま
と
め

②
唐
・
宋
は
灸
治
療
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
相
前
後
す

る
よ
う
に
針
治
療
が
拡
が
り
始
め
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

③
鍼
灸
歌
賦
に
よ
る
治
療
は
病
名
治
療
で
あ
り
、
問
診
を
主
と

す
る
診
察
体
系
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
よ
っ
て
脈
診
な
ど
は

軽
視
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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